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木造は復旧が容易！
精密診断法で補強設計し
て住み続けていただく
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応急危険度判定

罹災証明用被害認
定

建築物被災度区分
判定

＜被災度区分＞
軽微、小破、中破、大
破

＜被害区分＞
一部損傷、半壊、大規模半
壊、全壊

２次被害防止

建物復旧判断

支援金の分配

地震後の各種判定と改修設計

いきなり被災を考慮した耐震改修設計
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１ 一見して危険

誰が見ても危険以外は、
建物・周囲の落下防止
をすれば、改修に向か
える！
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罹災証明用被害認定
 屋根・外壁等・基礎の損傷割
合算出（1次外観，2次内部）

 壁等0.75、基礎0.1、屋根0.15
の重み付け加算で建物の損傷
割合算出→被害ランク

被災度区分判定
 部位の被害よる経験最大層間
変形角よりランク算出

 または、部位の損傷割合の最
大でランク算出

でも残存率は経験最大層間変形角！
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罹災証明被害区分でなく、被災度区分＝残存率ｒ
の調査と補修方針！

１．地盤の傾斜 何とか直すしかない
部分ジャッキアップ等２．基礎の不同沈下

３．基礎のクラック エポキシ補修又は
基礎Ⅲ評価

４．上部架構経験
最大層間変形角

次表より算出
手引きで改修
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１階X：1/60 1階Y：1/120
2階X：1/200 2階Y：1/300 7



株式会社 えびす建築研究所

γ X Y

2階 1/200 1/300

1階 1/60 1/120

層間変形角

残存率ｒ決定

r X Y

2階 1.0 1.0

1階 0.6 0.81/200までは弾性範囲で無損傷評価可！
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OS邸、MS邸、UM邸、NM邸
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「達人チーム石川」



設計の考え方

被災前後の耐震性能の比較

残存率ｒ
で低減

いつも
の補強精密診断法で評価 最初の評点が低

いと被災低減は
気にならない！
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OS邸全景 被害区分 半壊
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OS邸 被害状況
1階X方向 1階Y方向

隅破れ天井まで通る

隅破れ通る隅割れ拡大

化粧ボー
ドの膨れ
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2階X方向 2階Y方向
部分的な割れ柱壁にずれ跡

隅部破れ
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OS邸 被害状況



損傷程度→耐力残存率ｒ
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被災を考慮した診断評点
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3 必要情報を入力→OK 4 作成した壁を入力

基準耐力・基準剛性：元の値×耐力残存率

〇ユーザー定義壁
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耐震改修設計（積雪時でも評点0.7以上）

構造用合板補強＋柱接合部補強

柱接合部補強

構造用合板補強＋柱接合部補強

柱接合部補強

概算工事費312万円 工事期間3週間 七尾市2024.7より
200万円補助！
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多雪区域の0.7設計

構造用合板補強＋柱接合部補強

柱接合部補強

構造用合板補強＋柱接合部補強

柱接合部補強

無積雪時は1.0以上
１年のほとんどは1.0を
満足している状態！

積雪時N値計算が対応して
いるソフトが望まれる
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実施設計 ご家族と相談
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＜基本設計からの変更点＞
• リフォーム補助が出るので洗濯室を＋風

呂場に改修して集中補強

• 廊下に被害があったので廊下壁を集中補
強→部屋に入らない！

• 極力既存壁を壊さず、その上にかぶせて
補強→産廃ゴミを出さない

洗濯室

廊下 廊下

無積雪時 積雪時



改修工事
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A-435＋大壁仕上げ、金物施工



改修工事
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工事期間約1か月

項目 費用 補助
耐震工事 321.5万円 280万円
応急復旧 92万円 70.6万円
補修 384.6万円 半壊50万円

住宅再建200万円
家財給付50万円

改修 908万円 93.5万円
合計 1705万円 724.1万円

価格は2025.7時点の値



MS邸全景

前面道路液状化
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MS邸 被害状況
1階X方向 1階Y方向

平面部分に割れ

平面部分に割れ
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隅割れ拡大
北側ブロック壁
部被害なし



2階X方向 2階Y方向
開口部隅以外の割れ拡大

化粧ボードの剥
がれ
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開口部隅以外の
割れ拡大

MS邸 被害状況



損傷程度→耐力残存率ｒ

上下の欄も
参考に！
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損傷程度→耐力残存率ｒ（通り毎）
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被災を考慮した
診断評点
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耐震改修設計（積雪時でも評点0.7以上）
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耐震改修設計（積雪時でも評点0.7以上）



ログシェルター施工例
基礎施工：内側に新設通り
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ログシェルター施工例
基礎施工
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ログシェルター施工例
施工後

新基礎の上に通常A工法でも可能
ただし、

上部既存梁とのつなぎは必要！
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穴水町100年住宅 UM邸全景
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震度6強で中規模半壊



被災住宅の診断

34

周囲の増築部が被害。中心の祖
父が建てた部分は大丈夫！

地震前の約7割の耐力だけど、元
の評点が低いので、損失評点0.1
未満



35

被災住宅の補強  多雪なので無理せず0.7まで設計

 室内側の改修はA-413,422,435,442

 床の間や仏間は室外側から『構造用

ハイベストウッド』

 土台なき箇所に対しては下から90角

の製材を添わせる

 補強範囲はできるだけ集中させ，工

事費を圧縮する

4100万円→安価工法508万円
＋被災部材交換



改修工事
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工事期間4週間

項目 費用 補助
耐震工事 508万円 180万円
応急復旧 トイレ等 70.6万円
補修 束ジャッキアップ 中規模半壊50万円

建入れなおし等 住宅再建200万円
家財給付50万円

改修 リフォーム・断熱等 50＋20万円
合計 620.6万円

価格は2025.7時点の値



 

内外装からの被災度の推定（準拠基準 2，表 IV.2.1-3 に表 IV.2.2-1 の内容を加筆） 

被災度 軽微 小破 中破 大破 倒壊 

経験最大層間変形角 
(rad.) 

～1/300 ～1/200 ～1/120 ～1/60 ～1/45 ～1/20 1/20 超 

躯体 
柱 ― ― ― ― ― ― 折損 

筋かい ― ― ― ― はらみ 座屈 複数座屈 

外装材 

外壁 

サイデ
ィング
張り 

横張り ― ― 釘の浮き 開口部隅割れ 
開口部隅割れ
拡大，一部浮き 

開口部隅割れ
上下に通る 

開口部隅割れ 
上下に通る複数 

縦張り ― ― 
開口部隅目地

のズレ 
開口部隅目地
のズレ拡大 

開口部隅シーリ
ング材の切れ 

開口部隅シーリング材の 
切れ拡大，止水材の露出 

ラス下地 
モルタル塗り 

開口部隅微小
の割れ 

開口部隅割れ 
開口部隅割れ

拡大 
開口部隅以外
にも割れ 

開口部隅以外
の割れ拡大 

平面部分に 
割れ 

平面部分に 
割れ複数 

土塗り 
(大壁) 

間柱部にひび 
間柱部のひび

増加 
全面にひび 

拡大 
ひび開き ひび開き拡大 

壁中央部盛り
上がり 

壁中央部盛り
上がり拡大 

開口部等 ― ― 
サッシガスケ
ット部分外れ 

サッシガスケ
ット外れ 

サッシクレセ
ント損傷 

サッシクレセ
ント破壊，ガ
ラス破損 

サッシクレセ
ント破壊，ガラ
ス破損，複数 

内装材 
内壁 

クロス
貼り等
の大壁 

隅角部 ― 隅部しわ 
隅部破れ， 
中部しわ 

隅破れ通る，
中間部破れ 

中間部破れ 
拡大 

ボード目地 
複数が破れ 

ボード目地 
大部分が破れ 

開口部 
開口部隅の 
部分的な破れ 

開口部隅 
破れ拡大 

開口部隅破れ天井まで 
通る，ボード部分的な割れ 

ボード割れ 
拡大 

ボード割れ天井まで通る 

ラス下地 
しっくい塗り 

― ― 柱壁にずれ跡 柱壁隙間 
柱壁隙間 
3～5mm 

柱壁隙間 
5mm以上 

柱壁隙間 
5mm以上複数 

土塗り 
(真壁) 

隅角部，貫部
分にひび 

隅角部，貫部分のひび増加 
隅角部 
一部圧壊 

周囲隅部の圧壊拡大， 
めくれ 

壁中央部盛り
上がり拡大 

開口部等 ― ― ― ― 襖の外れ，障子破れ 

 

(%)

木造建築物の荷重変形関係と損傷（準拠基準2，表
IV.1.4-1に表IV.2.4-1の内容を加筆）

損傷程度→耐力残存率ｒ 調査票例

(一財)日本建築防災協会，「2015年改訂版 震災建築物の被災度区分判定基準お
よび復旧技術指針（木造建築物）」より

邸名
住所
調査日
調査者
方向 最大変形角(rad) 被災度
2階X

2階Y

1階X

1階Y
※通りごとの判定がある場合は別紙



被災地住宅復興の問題点と提案
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行政
• 被災度を考慮して補強設計できる設計者がいない。この講義のよう

な実践的な具体例が公表され、被災者に目に留まるよ良い

家主
• 半壊以上は公費で解体できてしまう。治せる話が早めに来ていれば、

愛着ある家、人のつながり、文化が継承されるのではないか

設計
• 多雪区域なので外壁合板は結露で腐朽する。ダイライト、ハイベス

トウッド等になる。外装材の選択はその地方に聞いたほうがいい
• 急いで工事するより少し待つと補助金がアップするので待ちを勧め

る
• 被災後1年半時点でも珠洲で30件の設計待ち・設計できる人とがい

ない



被災地住宅復興の問題点と提案
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設計つづき
• 調査は現場が必須だが診断・補強設計は外注もありかも。達人ネッ

トワークでWEB協力体制があるといい
• 雪1mも積もらなくなっている。積雪荷重を見直ししてほしい
• 段階的を認めない市があるが、多雪の場合は必要
• 石場建て基礎のまま壁補強するときは、その下部の足固めをすると

よい（基礎Ⅲの評価のままだが）

施工
• 輪島まで金沢から片道2.5時間。ガス代を考えるとコスパの悪い工

事で請けたくない。足代＋リスク代で割高となる
• 工事ごみも産廃で持ち帰る必要あり
• 資材供給拠点、工事ごみ収集拠点を作ってくれればありがたい
• 被災後1年半時点でも1400件の工事見積待ちと聞いている



会場からの質疑
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Ｑ1：建て入れなおしをしても評点は変わらないか？
Ａ1：建て入れを直しても評点は変わらない

Ｑ2：残存率は被災前の診断評点に掛けてもいいか？
Ａ2：被害が偏心していなければ掛けてもいい

Ｑ3：被災箇所、補強箇所が多いが、全て写真は必要か？
Ａ3：補助を受けるときは必要。

但し、被災箇所は各部位の最大被害のみでよい
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